
各部の名称と寸法 この商品専用の付属品あるいは指定のもの
（別売品）以外は使用しないでください。お願い

安全上のご注意 必ずお守りください

設置位置の決定1

お願い

本体取付板の設置2

商品

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ）

■本体

■現場で用意してください。

■結線図

窓枠 
ダクト位置

外壁側 

95
以
上

11
0以

上

室外機 

ひさし 

浴槽 

洗い場中央 

有効開口面積
100 cm2以上

ドア下部 
換気用ガラリ 

室内機をこのような場所には取り付けないでください。 
　乾燥時間が長くなったり、体に直接風が
　当たって寒く感じる場合があります。 

リモコンは洗い場側の壁面に取り付けてください。
（浴槽側に取り付けると、リモコンで操作しても反応しない場合があります） 

1.機器を設置する壁は外壁であること。
　 本品は外壁側に室外機を据え付けて
　　直接排気するタイプの商品です。

2.室内機の周囲に適切なすき間があること。
　さらにこの範囲には造営物（照明器具・手すりなど）
　を一切設置しないこと。
　確保できない場合は、性能を十分に発揮できなかったり、
　浴室壁面、造営物を熱によりいためることがあります。
■商品天面から天井面まで、50 mm以上
■商品左側面から壁面まで、50 mm以上
■商品右側面から壁面まで、50 mm以上
■商品正面から障害物まで、150 mm以上
■商品底面から窓枠まで、 50 mm以上
■窓枠は壁面より15 mm以下の出っ張りであること。

　壁面の耐熱温度が低い場合は、上記以上に壁面と
　本体の距離を確保してください。

3.室外機の排気口(左側面)には50 mm以上
のすき間があること。

■商品本体は傾かないよう（水平）に設置して
　ください。
　商品の寿命を縮めたり、故障の原因になります。
■浴室の広さは、以下をめやすとしてください。
　ユニットバス1.5坪タイプ（内寸1.6 m×2.4 m）まで、
　在来工法浴室1.5坪タイプ（内寸1.6 m×2.4 m）まで
　1.5坪を超える浴室および、下記①～④の浴室では、
　室温がほとんど上昇しないことがあります。
　①窓が大きいとき　②浴室の容積が大きいとき 　
　③タイル貼りの面積が大きいとき 　
　④その他、浴室の密閉性や断熱性が悪いときなど
■2階以上の足場が無いところへの設置はし
　ないでください。
■ベンジン・シンナーなどの有機溶剤を使う場
　所に取り付けないでください。
　故障の原因になります。
■商品の取り付けには下記のような規制を受け
　ますのでご確認ください。
　地域によっては、火災予防条例にもとづく指導が異
　なる場合がありますので、所轄の監督官庁にてご確
　認ください。

①設置場所は一般住宅の浴室に限ること。
②本体は壁面に堅固に取り付けること。
③浴室内への温風吹出口および空気吸込口の前方
　150 mm未満の範囲内には、造営材など（乾燥する
　衣類、照明　器具、手すりを含む）を設けないこと。
　（熱による変形、変色のおそれがあります）
④漏電遮断器を設けること。      

設置時
の条件 

■壁厚240 mm以下の壁に取り付けてください。

■一般家庭の浴室に取り付けてください。

■温泉または温泉を取り込んだ浴室に取り付けないで
　ください。
■スチームサウナ・ミストサウナ付の浴室に取り付けな
　いでください。

■油煙の発生する場所に取り付けないでください。

■スプレーを使う場所に取り付けないでください。

■高温になる場所に取り付けないでください。

■本体は、テレビ、ラジオ、無線機およびそのアンテナ線
　から0.5 m以上離して施工してください。

■工事の際に、商品本体内部へ石こうボードの粉などの
　侵入がないよう、十分注意してください。

■樹脂製部品取り付けの際は、ねじを締めすぎて商品
　を破損させないよう、締付力に十分注意してくださ
　い。

■効果的な換気のため、吸気口を必ず設置してください。

■本体、リモコンは直射日光や蛍光灯の近くなどの
　強い光が当たる場所に設置しないでください。

■ランドリーパイプの取り付け位置は、当社推奨位置の
　寸法で取り付けてください。
　

(指定の寸法以外で取り付けますと、乾燥時間が長くなり
　  ます）

室外機 
274

7

20

38

単位：mm

50  mm以上 

天井 

150 mm以上 

商品正面から見た図 

商品を上から見た図 

50 mm以上 50 mm以上

壁 壁 

壁 

壁 

室内機 

リモコン受信部 
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13 室外機 

ダクト 

運転表示ランプ 

換気取付板 

換気ケース 

（　　　　　　　　　　　　    ）

（               　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ）

浴槽 

③ 

150 mm

CN8

CN5 CN300 TAB11 TAB8 TAB6 TAB1 TAB9 TAB4
黄

FUSE1
4 A

FUSE3
12 A

FUSE2
12 A

黒 赤 緑 白 白

本体
室外機

室内機

受信基板

メイン基板

CN7
CN3

RY9
C3

RY4 RY2
RY1

RY3

RY6
RY5

CN1CN2

サーミスタ 換気
モーター

循環
モーター

コンデンサー
0.6 uF

400 VAC

TAB2
茶

TAB3 TAB5 TAB7 TAB10
青 赤 茶 黄

ルーバー
モーター

ワイド
スポット
モーター

温度ヒューズ
77 ℃ 温度ヒューズ

77 ℃

ヒーター ヒーター
アース 電源　単相AC200 V

50 Hz/60 Hz

ヒーター ヒーター
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1.本説明書裏面の型紙を水平に壁にあて、ダクト中央穴位置と
　本体取付板ねじ穴位置（6カ所）の印を壁に付ける。
2.下穴をあける前に、本体取付板を印を付けた穴位置に合わせ、
　水準器を使用して水平度を再度確認する。
3.本体取付板ねじ穴位置に下穴をあける。
■浴室の内・外壁の現状確認を行い、タイル・壁等が損傷している場合には、
　お客様に説明し、了解を得ておくか、事前に補修を行っておいてください。
■タイルやタイル目地での下穴あけについては、タイルを破損しないよう十分
　注意してください。
■ねじ締め前に下穴の周囲にシリコンを塗布してください。
■下穴径は、壁面の材質に合わせてあけてください。　※ユニットバスの場合、下穴径φ2.8以下とする。

浴室側 外壁側 

タイル モルタル 木板 モルタル 

ドリル 

3.下穴あけの一例 
（浴室側：タイル、モルタル部のみ下穴をあける） 

新規に丸穴をあける場合

■付属品 末尾の数字は数量をあらわします。
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207以上

TYR501型またはTYK509型（別売品） 衣類乾燥用
防水ジョイントボックス

アース線

電源電線

アース棒

VVFケーブルφ1.6またはφ2

ー

ー
ー

適宜

適宜

適宜 アース工事用

アース工事用
電源接続用1個WJ4101（パナソニック(株)製）相当品

ランドリーパイプ １本

アンカープラグ 本体取付板固定用

適宜 コーキング用

銅線直径φ1.6以上 
（または断面積が2 mｍ  以上） 2

室内機取り付け用ロングドライバー

98
.5

アルミテープ……………………3
（ねじ穴貼り付け用）

ダクト……………………………1
タッピンねじ（φ4×50）……10
（換気取付板、本体取付板取り付け用）
タッピンねじ（φ4×16 黒）………2
（室内機取り付け用）
エバタイトねじ（φ4×8 グレー）…4
（ダクト取り付け用）

タッピンねじ（φ4×16）………2
（リモコンホルダー取り付け用）
（リモコンホルダー裏面に付属）

タッピンねじ（φ4×12 黒）……4
（換気ケース取り付け用）

バインド…………………………1
（換気中継リード線結束用）

パッキン…………………………1

差込形コネクタ…………………3
（電線接続用）
キャップ…………………………3
（電線接続用）

取扱説明書………………………1
（必ずお客様にお渡しください）
施工説明書（本書）……………1

乾電池（単4形） ………………2
取付設置業者様へのお願い……1

シリコンコーキング材・パテなど

330 mm以上 

4.リモコンは本体が受信できる位置に取り付ける。
　（商品を取り付けている壁面への設置はしないでください）

φ
94

240以下

240 mm以下

窓枠 

50 mm以上 

浴槽 洗い場 

浴槽の上に取り付ける 

ー

ー

φ4・SUS304製
(ユニットバスで建築躯体とのすき間が小さい場合)タッピンねじ 適宜

(6本) 本体取付板取り付け用

適宜
(6本)

■TOTO製以外のユニットバスで鋼板の厚さが0.45 mm
　未満の場合は壁補強を行ってください。

タイル壁・モルタル壁の場合、 壁材に合わせて
用意してください
(木枠・ユニットバスの場合は、アンカープラグは必要ありません)

商品質量に耐えるよう施工方法に従って取り付ける

商品

商品が腐食して、漏電や商品が故障するおそれがあります。

（VVFφ1.6 ｍｍ　３芯）
 電源電線長さ：本体取出口から1.5 ｍ

電源電線本体取出口

F06713RR

■リモコン 

64

15
1

■保証書……………1
（取扱説明書に付属）
（必ずお客様にお渡しください）

■ご愛用者登録チラシ
　　……………1
（必ずお客様にお渡しください）

TYR600型

落下防止チェーン（300 ｍｍ）付

2021.8



電源の接続6

ランドリーパイプの取り付け8

試運転9

確認事項のチェック10

5

換気取付板の取り付け3

室内機の取り付け4

リモコンの取り付け7

換気ファンユニット・換気ケースの取り付け

 

右記の位置に、ランドリーパイプ（別売品）を取り付ける。
■指定の寸法以外で取り付けますと、乾燥時間が長くなります。

取扱説明書の「使いかた」のページを参照し、試運転を行い異常がないか確認する。

＜試運転の内容＞
■引き渡しまで期間があく場合は、試運転確認後、リモコンの電池を抜き、取扱説明書とともにお客様にお渡し

１．各モードのボタンを押して、正常に動作していることを確認する。（全モード）
２．止ボタンを押して、運転を停止させる。

異常についての内容、処置については取扱説明書の「故障かな!?」のページを参照する。
ください。

試運転のあとは
■工事店様へ
施工後は、同梱の「取扱説明書（保証書付き）・ご愛用者登録チラシ」をお客様へお渡ししてから、商品の使いかた
を説明してください。取扱説明書に付属の保証書には、店名および取付日を必ず記入してください。

チェック内容 

商品の周囲に適切なすき間がありますか？ （ [１] 設置位置の決定を参照 ） 
商品はしっかり付いていますか？

ランドリーパイプの取り付け位置は正しいですか？
（ [８] ランドリーパイプの取り付けを参照 ） 
異常音はありませんか？ 
電源電線・アース線の接続は確実に行われていますか？

チェック欄 

電源は単相AC200 Vに接続されていますか？
 
（AC100 Vに接続されると動作しません）

右記の確認表に従い、
確実に施工したかを
再度確認してください。
施工できていれば
チェックを記入してく
ださい。  　   

 

ランドリーパイプ
（別売品）

11
5

 

単位：mm

防水ジョイント 
ボックス 

差込形コネクタ （付属品） 
キャップ（付属品） 
※ジョイントボックス 
　の中で接続 

アース 

電源電線 

電源電線
（VVFケーブル） 

アース線 

ブレーカーへ 

防水ジョイントボックス（市販品）の中で、電源電線（アース線含む）を付属の差込形コネクタと
キャップを使い、結線する。

バインド 

2.換気ファンユニットを上側ねじ
　（2個）に引っ掛ける。
■換気中継リード線と電源電線は左側面の
　パッキンより取り出してください。

4.換気ケースを取り付ける。
①換気ケースの電源電線取出口切り欠き部をニッパーを使って切り取る。

②電源電線取出口から電源電線を取り出し、付属のタッピンねじ（４個）で
換気ケースを固定する。

電源電線 

電源電線取出口
切り欠き部

（ニッパーで切り取る） 

 
換気ケース 

タッピンねじ 
（φ4×12 黒） 

　■電源電線取出口は換気ケースの左側の切り欠き部１カ所のみ切り取って
　　お使いください。

■電源電線取出口は、バリがでないように切断してください。
　バリがあると、電源電線を傷つけるおそれがあります。
■換気ケース取り付けのとき、リード線などのはさみ込みに
　十分注意してください。
■必ずシリコンコーキングしてください。シリコンコーキング
　しないと、機器内部に雨水が浸入します。

3.換気ファンユニットをねじ（4個）で固定し、換気中継
　リード線をエッジホルダー内を通し、接続する。

■余った換気中継リード線は
　付属のバインドにより、
　結束しておきます。

③電源電線取出口を
　シリコンでコーキ
　ングする。

必ず実施してください

●左向きに電源電線を取り出す

エッジホルダー内を通さないと、 
ケース取り付け時にリード線を
はさむおそれがあります。  

お願い

換気中継リード線のコネクタが
確実に接続されていることを確
認してください。  

お願い

ねじを締め付ける 

電源電線 

エッジホルダー 

ねじ固定 
エッジホルダー内を通し、
換気中継リード線を接続
します。 

 

②水準器で水平を確認しながら、付属の
　タッピンねじ（4個）で換気取付板を
　取り付ける。

シリコン
コーキング ダクト接続部

※はみ出したシリコン
　コーキング材は拭き
　取ってください  

水抜きのため、下辺は
シリコンコーキング
しないでください 

3.換気取付板を外壁面に取り付ける。
①換気取付板の溝にダクトを
　はめ込むように取り付ける。

換気取付板 

水準器 

タッピンねじ 
（φ4×50） 

上側 

下側 
5 mm以下

ダクト 
外壁面 

換気取付板 

溝にダクトを
はめ込む 

外壁面より出るダクト先端の
長さが5 mm以下であることを
確認してください。

③換気取付板の周囲（下辺を除く）
　および、ダクト接続部をシリコンで
　コーキングする。

ねじは、再度取り付けをします。
なくさないようにしてください。

換気取付板 
壁 

コーキング 

この面には、シリコンが
つかないようにしてくだ
さい。
カバーを付けるとすき間
ができ、雨水が内部に侵
入しやすくなります。     

お願い ■換気取付板には、取り付け方向があります。
　間違えないよう取り付けてください。
■室外機は1.7 kgあります。堅固に、また
　確実に外壁面に密着するように取り付けて
　ください。
■取り付け壁がタイル等の場合、ねじが取り
　付かないことがあります。その時は、市販
　のアンカープラグを使用してください。

お願い

ねじは再度取り付けをします。
なくさないようにしてください。

お願い

お願い

1.室外機から換気ケースを
　取りはずし、換気ファン部
　分の下側ねじ（2個）を
　はずし、上側ねじ（2個）
　をゆるめ、換気ファンユニ
　ットを取りはずす。

必ず指定された部分（１カ所）だけ切り取ってください。
（パッキン貼付面はていねいに切り取ってください）

お願い

お願い

2.電線を通す部分を切り取り、切り取った部分に
　すき間のないようにパッキンを貼り付ける。

4.室内機固定部を本体取付板の上側に差し込み、
　室内機を固定する。

5.本体取付板と室内機を付属の
　タッピンねじ（2個）で固定する。

室内機固定部が本体取付板の上側に
入っていないと固定できません。

お願い

1.換気中継リード線と電源電線をダクトの穴に通す。
2.室内機の引っ掛け穴を本体取付板のつめに引っ掛ける。
3.換気中継リード線と電源電線をたるみがないよう
　にダクト穴の中に押し込む。
■浴室側から見てダクト穴が左寄り（または右寄り）に開い
　ている場合は、商品裏面の取付金具を下図のようにずら
　して取り付け、本体取付板に引っ掛けてください。

取付金具
（出荷時：中央）

タッピンねじ
（φ4×12）

①取付金具のタッピンねじ（2個）を
　はずす。

③取付金具の位置を左側（または右側）にずらして、本体裏側
　スリットに差し込み、タッピンねじ（2個）で取り付ける。

②本体裏側スリットから、取付金具の
　つめを左へスライドさせてはずす。

取付金具のずらしかた

4.ダクト穴をあける。（φ100）
①ダクト中央穴位置にロングドリルを
　使用して、下穴をあける。

下穴をあける前に、壁打ちセンサーなどを使用して、間柱・
筋かいがないか確認してから作業をしてください。

お願い

②下穴を利用して、浴室側の
　壁面にφ100の穴をあける。

■壁材質によって、ホルソ－を選定してください。
（参考）タイル、モルタル･･･ダイヤモンド

木板･･･････････････木工用
塩ビ鋼板･･･････････板金用　　　　

③下穴を利用して、外壁側の
　壁面にφ100の穴をあける。

■同梱のダクト先端が外壁面（または
　既存の木枠）と同じ長さになるように、
　切断用ノコギリを使用して切断します。

6.ダクトを本体取付板に付属のエバタイトねじ（4個）で
　取り付ける。
■ダクトアダプターフランジ部（本体取付板 接合面）
　全周にシリコンを塗布し、ダクトをはめ込みます。
■ダクトは水平に取り付けてください。

5.ダクトの長さを調節する。

ダクト 

外壁面
（または既存の木枠） 

5 mm以下

ダクト 

本体取付板 

エバタイトねじ
（φ4×8 グレー）

「　 」を上方向にして取り付けてください

ダクトアダプターフランジ部 

切り取る
（電線を通す部分） 

すき間のないように
パッキンを貼り付ける 
 

切り取らない 

パッキン

つめ

本体裏側スリット

取付金具

●ダクト穴が右寄りの場合 ●ダクト穴が左寄りの場合 

タッピンねじ
（φ4×12）

タッピンねじ
（φ4×12）

取付金具

本体裏側
スリット

本体裏側
スリット

※外壁面から出るダクト先端の
　長さは5 mm以下にして切断
　してください。
　5 ｍｍ以下でないと、換気ファン
　ユニットが取り付けられな
　くなります。

室内機

本体取付板

ダクト

換気中継
リード線

電源電線

つめ引っ掛け穴

室内機

本体取付板

タッピンねじ 
（φ4×16 黒） 

室内機

室内機固定部

本体取付板

タッピンねじ（2カ所）
（φ4×16 黒） 

リモコン

落下防止チェーン

浴槽より
650 ｍｍ
以上離す

リモコン
ホルダー タッピンねじ

（φ4×16）
1.取り付け位置を決定する。

2.リモコンホルダーを付属のタッピンねじ（2個）で
　固定する。

3.リモコンに電池を入れる。

浴室外設置の場合

浴室内設置の場合

■浴室のドアを開けてリモコン受信部に向けて無理なく
　操作できる位置に設置してください。

■リモコンには約300 ｍmの落下防止チェーンが付いています。
（取り付け位置はお客様とご相談のうえ決定してください）

■シャワーなどの水がかかりにくい場所に設置して
　ください。
■浴槽の上は避けてください。
■取り付ける高さは浴槽より650 ｍm以上高くしてください。
■洗い場側の壁面に取り付けてください。
（商品を取り付けている壁面への設置はしないでください。）

■取り付け位置が石こうボードやタイルなどの場合、
　ねじが取り付かないことがありますので、その際は
　市販のアンカープラグを使用してください。
■浴室内設置の場合はねじ穴は必ずシリコンでコーキ
　ング処理を行ってください。
　はみ出したシリコンコーキング材は拭き取ってください。

上側ねじ
（ゆるめる）

下側ねじ
（はずす）

換気ファン
ユニット 

換気取付板 

換気取付板 

換気ファン
　　ユニット この方向に

ずらして
はずす  

換気ケース

換気取付板 

換気ファン
ユニット 

（　　　　　　　  ）

　メダルなどを使用して
　ロックを左に回転させ、
　「　  」に合わせる。

「閉」の状態

「開」の状態

ロック

電池ふた
　メダルなどを使用して
　ロックを右に回転させ
　「　 」に合わせる。

単４形乾電池２個
）品属付（ 

電源電線 

換気中継リード線 換気ファン
ユニット

引っ掛ける 

パッキン 

シリコン
コーキング 

※はみ出したシリコン
　コーキング材は
　拭き取ってください 

330

差込形コネクタは付属
のキャップを奥まで被
せてください。

お願い

ホルソ－ 

浴室側 外壁側 

浴室側φ100穴あけの一例 

浴室側 外壁側 

外壁側φ100穴あけの一例 

ホルソ－ 

浴室側 外壁側 

水平 

下穴あけの一例 

ロングドリル 

（ロングドライバーにて手締めで取り付けてください）
ねじ締め後、確実に固定されていることを確認してください。

注意
室内機の奥にあるので
フロントカバーの切り
欠き部を参考に位置を
確認してください。

お願い

1.電源電線先端の結束バンドを取り除き、換気取付板の矢印(ラ
　ベル)の範囲内にコルゲートチューブの端をあわせて、電源電
　線先端側のコルゲートチューブは、ずらした分だけ取り除く。
■電源電線(灰色の被覆)を傷つけないように注意してください。
■ダクト内にコルゲートチューブを入れないでください。
　（換気運転時、異音が発生するおそれがあります。）

部分のコル
ゲートチューブをず
らして端を矢印範囲
内にあわせる

忘れずに必ず固定してください。

室外ではVVF線が
露出しないように
コルゲートチューブ
で覆ってください。

お願い

押し込む コルゲートチューブ

VVF線が見えないように

押し込む
コルゲートチューブを

既存の木枠を使用する場合

7.本体取付板を浴室側の壁にタッピンねじ（６個）で取り付ける。
■この商品は室内機で7.１ kgあります。本体取付板は、
　堅固に、また確実に密着するように取り付けてください。

本体取付板 

水準器 

タッピンねじ 
（φ4×50） 

上側 

下側 

10
0～

15
5

適用木枠寸法 
壁厚 

100～205

上記、5～8の作業を行う。

本体取付板 
木枠t=30 mm以上

ｔ

タッピンねじ 
（φ4×50） 

ねじが木枠の厚さの真ん中にくる
ようねじ穴を選んでください。

お願い

水抜きのため下辺はシリコンコーキング

８.本体取付板を取り付け後、本体
    取付板周囲（下辺を除く）および
    ねじ止め部をシリコンにてコーキ
    ングする。
■
しないでください。

シリコン
コーキング 

ねじ固定に使用しない穴は
すべて付属のアルミテープ
でふさいでください

お願い

風漏れの原因となります。

■タイル壁・モルタル壁の場合、市販のアンカープラグを
　使用して、確実に取り付けてください。
■ユニットバスの場合、下穴にシリコンを注入し、
　ねじは手締めして取り付けてください。
　※ユニットバスと建築躯体間のすき間が
　　小さい場合、躯体を傷つけないよう市
　　販の短いタッピンねじ(φ4・SUS304
　　製)を使用してください。
■水準器などで水平を確かめてから取り付け
　てください。

ダクト
換気
取付板

コルゲートチューブ
ずらした分だけ取り除く

電源電線 コルゲート
チューブ

コルゲートチューブの端を
この範囲内にあわせる

■電源電線はVVFケーブルφ1.6またはφ2を使用
　してください。
　細い心線の電源電線を使用すると、発熱により発
　火のおそれがあります。
■電源電線は途中で切断しないでください。
■電源は必ず分電盤の専用ブレーカーに接続してください。
　電源電線のアース線は必ず接続してください。
　[Ｄ種接地工事]
■電源は必ずA
　は付属の差込形コネクタの奥まで確実に挿入してください。
　間違った電源を使用したり不十分な配線をすると、
　火災や故障の原因となります。
■電源電線はバンドなどで束ねて収納しないでくだ
　さい。発熱により発火のおそれがあります。
■プラグは使用しないでください。

C200 Vを使用して、電源電線先端
浴室換気暖房乾燥機より 

■電池ふたを開閉するときはメダルなどを使用してください。
　ドライバーを使用するとロックが破損する可能性があります。
■電池ふたのロックは表示されているマークの範囲位置を超え
　ないように回してください。
■電池ふたを閉めるときは、電池ふた部のゴムに髪の毛やホコリ
　など異物を挟み込まないように注意し、確実に閉めてください。
　異物が付着した場合は、柔らかい布でふき取ってください。

お願い

24UW64250 TO


	TYR621型施工説明書
	安全上の注意
	各部の名称と寸法
	1.設置位置の決定
	2.本体取付板の設置
	3.換気取付板の取り付け
	4.室内機の取り付け
	5.換気ファンﾕﾆｯﾄ・換気ｹｰｽ
	6.電源の接続
	7.リモコン取付
	8.ランドリーパイプ取付
	9.試運転
	10.確認事項のチェック

